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乳幼児の発育および罹病に関する疫学的研究
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本論文の一部は1967年10月第25回日本公衆衛生学会で発表した，

　近年の小児保健は乳児死亡率の低下を目標とするだ

けでなく，精神身体的にハンディキャップを持った小

児への対策，さらには健康な小児の発育を促進させる

方向へと進みつつある．　しかし，「健康な小児」の像

は時代の流れ，ことにそれぞれの時代の要請に応じて

変化し，今日においてもなお明確ではない1）．普遍的

といわれるWHO憲章の健康の定義も主観的な判断

に頼らざるを得ない現状である．身体的，精神的，社

会的に発育途上にある小児の健康像については，それ

ぞれの時点における観察と同時に，成長を追っての長

；期にわたる縦断的観察の結果をもとに規定することが

必要であろう2）．

　従来行なわれてきた乳幼児の身体発育に関する報告

は，出生時，3歳時というある時点での計測値：や発育

因子を比較検討する断面調査が大部分で，しかも，病

院，施設，保健所の受診者のみを対象にして，さかの

ぼり調査をした報告3）4）が多かった．また，調査の対

象が生存者でしかも検診や調査を受けたものという場

合が多い．一般地域の小児を対象とする保健所の乳幼

時検診でも，未受診のなかに含まれる重症心身障害児

や死亡者，転出者などは調査の対象から除かれてしま

うことがある5）6）．最近になって，できる限り偏りの

少ない対象を把握し，妊娠時から長期間追跡調査する

必要性が叫ばれ，その報告もみられるようになってき

た7）．著者は一定地域の出生児を対象に出生時より追

跡的に調査し，その発育と罹病の状況とこれに関与す

る諸要因について検討することを試みた，具体的には

金沢市彦三保健所管内において，2つの異なる時；期に

出生した全出生児について，一方は1年間，他方は3

年間追跡し，その成績の概要を報告する，

研　究　方　法

1．研　究　対　象

　次の2群を人口動態出生票より把握し，全対象（17

84名）に個入別の母子保健カードを作成した．

A群：昭和40年4月1日～昭和41年3月31日までに

金沢市彦三保健所管内24小学校通学区域のうち5

　区；域に住所があり，金沢市内で出生した小児662

　名（男子358名，女子304名）．

B群：昭和37年4，月1日～昭和38年3月31日までに

　同保健所管内に住所があり，同管内で出生した小

児1，122名（男子578名，女子544名）．

　これらの対象は表1に示すように在胎期間別では全

体で10カ月満期産児96％，9カ，月以下早産児4％であ

る．

表1　性別，在胎期間別対象者数

寄 分 総数 早産児 満期産児

全対象

A　群

B　群

総釧・784176（4・3）｝・7・8（95・7）

男
女

936

848

39（4．2）

37（4．4）

897（95．8）

811（95．6）

総数i662i28（4・2）i634（95・8）

男
女

358

304

15（4．2）

13（4．3）

343（95．8）

291（95．7）

総数11122148（4・3）i1・74（95・7）

男
女

578

544

24（4．2）

24（4．4）

554（95．8）

520（95．6）

（）内は各区分ごとの総数に対する％を示す．
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IL妊娠中および出生時の状況の把握方法

　A群では，妊娠届出時のアンケート（母の既往症，

妊娠前体重・身長，職業，産休予定，血族結婚の有

無，家族数，家族歴，居住環境等の諸項目），人口動

態出生票（父の生年月日，職業，母の生年月日，職

業，結婚年月日，子の性別，嫡出非嫡出，子の生年月

日，出生時体重，多胎，出生場所，妊娠月数，出生順

位，既往死産有無の諸項目），新生児訪問記録（妊娠

時異常，周生期異常），　母子手帳記載事項（妊婦検診

時所見，出生時体重・身長・胸囲・頭光，出生時異常

の諸項目）から，B群では入口動態出生票，3歳児診

査時の問診および母子手帳の記載事項からそれぞれ必

要項目を母子保健カードに転記した．3歳児診査未受

診の対象は家庭訪問により調査した．

皿．出生後の状況の把握方法

　A群は満1歳，B群は満3歳に達したものに検診案

内を郵送し，保健所において1歳児検診，あるいは3

歳児診査を行なった．　この際の検診項目は問診，身

長・体重・胸囲の計測，一般診察である．未受診者に

は2回呼出し連絡を行ない，それでも受診しないもの

には家庭訪問により転出の有無や健康状態を調べた．

また，’金沢市のもう一つの保健所での受診有無受診

していれば罹病の有無について調べた．なお，A群で

は昭和40年4月1日～昭和42年3月31日，B群では昭

和37年4，月1日～昭和41年3．月31日までの金沢市にお

ける死亡を入口動態死亡票から調査した．

IV．身体発育の観察

　身体発育の指標として，今回は体重のみについて検

討した。出生時は出生票の体重記録，1歳，3歳時は

それぞれ検診時の体重測定値を用いた．多胎児を除い

た全満期産児（A群628名，B群1，070名）の出生時と1

歳時（Ai群465名）・3歳時（B群766名）のそれぞれ

について男女別に平均体重（M）と標準偏差（σ）を求

め，M＋÷・以上献M±÷・を中，M一÷

σ以下を小とした．それぞれの数値および区分の範囲

は表2と表3に示す。さらに，出生時体重による大2

中，小の各区分から1歳あるいは3歳時体重による

大，中，小の各区分への推移（9通りの組合せがある）

を表4のように向上，不変，低下の3区分に分けた．

V，精神発達および運動機能発達の観察

　A群のうち満期産成熟児552名を対象に精神発達の

指標として笑い始めの月，片言（1語）開始の月の2

項目，運動機能発達の指標として首の坐り月と歩行開

始の月の2項目をとり上げて検討した．それぞれ最も

頻度の高い月令の前後で2区分に分けた．

VI．罹病の把握方法と疾病の程度分け

　出生後1年または3年間の罹病状況を母親に尋ね，

表2　性別，出生時・1歳時（A群）・3歳時
（B群）の平均体重と標準偏差（満期産児のみ）

区　　　分

A

群

B

群

出生時

1歳時

出生時

3歳時

性別

男
女

男
女

男
女

男
女

心血

338

290

259

206

550

520

395

371

平均体重

3118．79

3119．2

9578．6

8980．2

3110．6

3079．8

13．6K牙

13．0

標準偏差

378．43

367．0

987．9

864．5

411．0

395．3

1．36Kg

1．28

表3　性別，出生時・1歳半（A群）・3歳時（B群）体重区分（大・中・小）の範囲（満期産児のみ）

区 分

A　　群

B　　掲

出　生　時

1　歳　搾

出　生　時

3　歳　時

性　別

男
女

男
女

男
女

男
女

体 重 区 分

小 中 大

～29299

～2936

～9084

～8547

～2905

～2882

～12．81琢

～12．3

2930　～　　3307（タ

2937　～　　3301

9085　～　10072

8548　～　　9412

2906～　　3316

2883　～　　3277

12．9～　14．2K多

12．4～13．6

33089～

3302　～

10073　～

9413　～

3317　～

3278　～

14．3K牙～

13．7　～
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表4　出生時体重から，1歳時または3歳時

　　　　　体重への推移の区分

田

出生時
体重区分

　　1歳時または
～　3歳児体重区
　　分

中グ奇
小

大
中
小

一一一ｨ　大
雫一一一→　中

一一一一ｨ　小

諾こミ中

　　　　　　　　小

体重推移
の区分

向　　上

不　　変

低　　下

表5　疾病の程度分け

区　分

重　症

中等症

軽　症

疾 病

脳性小児麻痺，水頭症，先天性心

疾患，肺炎，重症消化不良，腸重

積など

麻疹，水痘，百日咳，赤痢，先股

脱，そけいヘルニア，狼咽，喘

息，自家中毒，兎唇など

陰のう水腫，　皮膚疾患，気管支

炎，‘‘風邪”，扁とう炎，“下痢”

など消化器疾患，多指症など

甘本海

↑

垣地象対　図

●』

怐D

D．

怐
C
・
．
．
・
．
市

　
　
　
β

沢金

　　　さらに現症を含めて疾病を便宜上，表5のように重

　　　症，中等症，軽症に，区分した．

　　　皿，発育・罹病の要因に関する調査項目

　　　　身体発育，精神発達，運動機能発達，罹病および死

　　　亡に影響すると思われる要因として次の項目をとりあ

　　　げた．

　　　　母側の要因：母の体重・身長，出産時年令，既往

　　　　　症，既往異常産，妊娠時異常，分娩異常，職業

　　　　　（産前・産後），産休（勤務の場合のみ），結婚か

　　　　　ら出生までの期間

　　　　父側の要因：年令，職業

　　　　子の側の要因：出生順位，性別，出生時体重，出生

　　　　　時異常

　　　　環境要因：出生季節，出生場所，居住地域環境，家

　　　　　族数

　　　　出生後の要因：周生期異常，出生から4カ月間の栄

　　　　　養法，離乳開始月，1歳時栄養法，断乳時期，乳

　　　　　児外来自発受診

　　　　なお，妊娠時異常は明らかに妊娠中毒症だったもの

　　　をa，症状が軽く単独に出現したり一過性で妊娠中毒

　　　症と断定しがたいものをb，骨盤位や貧血などのあっ

　　　たものを。として，今回はa＋b＋cを異常ありとし

　　　た．また，分娩異常には帝王切開や鉗子分娩も含め

　　　た．

　　　　母の職業は勤務，自営・家業手伝，農業，家事のみ

　　　の4種に分け，父の職業は勤務1（管理職など），勤

　　　務2（雇傭者），自営業，農漁業，その他，の5種に

　　　分類した．

　　　皿．罹病程度と諸要因との関係に対する多変量解析の

　　　　応用

　　　　死亡と重症罹病に対する下記5要因の影響の度合い

対象地域の略図

皿A鋸住地

口B鋸住地・
　　　（彦三保健所管内）

中央保健所管内
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を重回帰係数を用いて検討した．5要因には性別，

出生順位，出生時体重，母の既往症（妊娠時の異常を

含む），在胎期間の5項目をと’り，B群のうちこの5

項目ともデータのそろった709名について解析を行な

った．この中の死亡者は13名，重症罹病者は64名であ

る．

　　　　　　　　対象地域の概要

　金沢市彦三保健i所は図ユのように金沢市のほぼ東半

分を管轄し，北西ぽ日’本海，南東は医王山系を経て富

山県に続く．冬の間は積雪量が多く，富山県境に近い

山間部では交通の絶えることもしばしばである．昭和

40年め管内の．入口ぼ142，f98入で，金沢市（335，828

人）の人口の42％を占める．管内農家世帯率は15％で

あるが，対象のA群の居住地は保健所を中心とした市

街地であり，農家世帯は殆んどない．管内人口動態

（昭和40年）に関しては乳児死亡率は14．0で全国や石

川県にくらべて低いが，自然死産率は53．4で全国の

21．0より明らかに高い．なお，管内の産科を含む病院

は6，診療所は7カ所である．

研　究　成績

1．出生時体重に関する要因

　1．出生時体重の度数分布

　まずA，B群別に全出生児についての出生時体重の

度数分布（250g区間）をみると図2の如く，男女間

に大差はないが，男女ともB群のピークは2，750～

3，000gにあってA群のピーク3．000～3，250gより

1区間小さくなっている．分布はA，B群ともほぼ正

規型で，体重の小さい方に分布のすそがややひろがっ

ている．平均体重はA群で男子3，072g，女子3，080

g，B群では男子3，064g，女子3，035　gである．

　性別，在胎期間別に出生時体重の累積度数分布をグ

ラフに画くと，図3の如く，A群B群とも早産児に低

％
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図2　出生時体重の度数分布（全対象）
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出生体重児の多いことが明らかである．図2におい

て，体重の分布のすそが小さい方へひろがっていたの

は図3よりみて早産児群の影響によるものであること

がわかる．また，2，250g以下の早産児はA群B群と

も男子の方が女子より多く，A群において著明であ

る．

　2，低出生体重児の頻度

　低出生体重児（出生時体重2，500g以下）の全出

生児に対する割合は，表6に示す如くA群9．5％，B

群10．2％，全対象は10．0％である．178例の低出生体

重児のうち早産児は61例で，低体重児のほぼ％を占め

る．早産児の中，低体重児は80％であるが，満期産児

では7％・となっている，この関係は男女聞あるいはA．

群，B群間にほとんど差がみられない．

　3．出生時体重と諸要因との関係

　満期産児を出生時体重により大，巾，小の3群に分

け，これに早産児を加えた4群別に，出生時体重と諸

要因との関係をA群とB群を合わせて検討した（図
4）．

　母体側の要因のうち，1）母の年令25歳未満の率，

2）母あ体重45．Okg未満の率，3）母の身長150．O

cm未満の率は出生時体重区分別に明らかな差がみら

れ，それぞれ小誌で高率を示し，さらに後の2要因で

は早産児が満期産児にくらべ有意に高率である．4）

母に既往症（腎疾患，心疾患，結核など）ありの率，

および7）妊娠時異常ありの率は早産児では満期産児

にくらべてやや高い傾向を示し，6）既往に流心死産

ありの率は明らかに高率であった．5）母に職業あり

の率は大，中，小の各群間にわずかに差を認める程度

であるが，B群（農村を含む）のみについて検討す

ると図には示さないが明らかに小群に高かった．ま

た，この職業ありの母のうち87％は産休をとってい

た．

　次に子の側の要因として，8）出生順位第1子の

率は体重区分別に有意差を認め，小群で高率である．

しかし，早産児群と満期産児群とには殆んど差がみら

れない．

　10）父の年令30歳未満の率は出生時体重小群で高い

傾向がみられるが，11）父の職業が自営業の率は逆に

大群で高い傾向である．そしていずれも三胎期間別に

は関係がない．

　9）出生季節冬の率，12）居住環境商店街の率では

殆んど関係はみられない．ただし，図には示さないが

秋には出生時体重小群が少ない傾向がある．

皿．出生後の発育および罹病に関する成績

　1．出生後1年間および3年間の生死と生存例の検

診受診状況

　A群では1年間，B群では3年間追跡し，それぞれ

1歳時および3歳時において生存と死亡を調査した．

表7に示すごとく生存を確認できたのはA群では98

％，B群では95％である．死亡はA群6例（0．9％），

B群24例（2．1％）みられ両群とも男子が女子よりも

多く死亡している．なお，生死不明のものはA群9例

（1．4％），B群38例（3．4％）みられた．次にA群，　B

群それぞれの生存者について1歳児検診，3歳児診査

の受診状況をみると表8の如く受診率はA群，B群と

も75％であった．この場合，受診者をA群では1年±

1カ月，B群では3年±2カ，月に受診したものとし

表6　低出生体重児の性別，在胎期間別頻度および率

区 分
全　出　生　児 早　産　児

例数125・・9以下如意125・・9以下

満　期　産　児

例説125・・9肝

全
対
象

A

群

B

群

総 数117841178（・…）176［6・（8・・3）1・7・81・・7（6・9）

男
女

936　　　　93　（　9．9）

848　　　　85　（10．0）

39

37

31　（79．5）

30（81．1）

897

811

62（6．9）

55（6．8）

総 釧662163（9・5）128122（78・6＞i6341 41（6．5）

男
一
女

358

304

37　（10．3）

26（8．6）
5
Q
σ

－
↓
－

12（80．0）

10　（76．9）

343

291

25（7．3）

16（5，5）

総 数1・2211・5（1・・2）148139（8・・3）1・・741 76（7．1）

男
女

578

544

56（9．7）

59　（10．8） 4
4

2
ワ
一

19　（79．2）

20（83．3）

554

520

37（6，7）

39（7．5）

（）内は各区分の例数に対する％を示す．
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た．

　2．出生時体重と1歳時・3歳時の体重あるいは身

長との相関

　全出生児について出生時体重と1歳時および3歳時

の体重あるいは身長との相関係数を男女別に求め，表

177

9に示した．これらの相関係数はいずれも有意であ

り，相関係数としそ体重の方が身長よりもより大きい

数値を示している．このためにユ歳時あるいは3歳時

への身体発育を観察するのに今回は体重の推移をとり

あげることにした．
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　3．出生から1歳時あるいは3歳時までの体重の推

移と諸要因との関係

　A群，B群を向上・不変・低下の3群に分けてみる

と，不変群がA群46．5％，B群41．5％で最：も高く，向上

群はほぼ同じ率である．各区分でみると小→大，大→

小の移動はA，Bとも全体の5％前後である．　A，　B

両脚とも男子に向上群がやや多い傾向がある（表10）．

次に体重区分の推移と諸要因との関係を検討したやま

ず，出生前および出生時における要因との関係をみる

と，母の年令25歳未満，母に既往症あり，母の身長

150．Ocm未満，母の体重45．Okg未満，母の職業あ

り（産前・産後），　既往異常あり，妊娠時異常あり，

などの母体側の要因では図5に示す1）母の年令25歳

未満の率，A群での2）母の身長150．Ocm未満の

率，B群での3）妊娠時異常ありの率が低下群にやや

低くなる傾向がみられる．また4）結婚から出生まで

の期間が2年以内の率はA，Bともに低下群が低い．

5）出生順位第1子の率も同様の傾向をみるが有意で

表7　1年間（A群）・3年間（B群）観察結果

区 分 例　数
生
’ 存1死 亡 不 明

A 群

B 群

総 数16621 647　（97，7） 6（0．9） 9（1．4）

男
女

358

304

350　（97．8）

297　（97．7）

5（1．4）

1（0．3）

3（0．8）

6（2．0）

総 数1・・2211・6・（94・5） 24（2．1） 38（3．4）

男
女

578

544

542　（93．8）

518　（95．2）

14（2．4）

10（1．8）

22（3。8）

16（2．9）

（）内は各区分の丁数：に対する％を示す．

表8　1歳児検診・3歳児診査時生存者の受診状況

区 分 例　数 受 診 未　受　診 転出のため未
受診（再掲）

A 群

B 群

総 釧647i 486　（75．1） 161　（24．9） 57（8．8）

男
女

350

297

270　（77．1）

216　（72．7）

80　（22．9）

81　（27．3）

27（7．7）

30　（10．1）

総 数11・6・1 797　（75．2） 263　（24．8） 107　（10．1）

男
女

542

518

413　（76．2）

384　（74．1）

129　（23．8）

134　（25．9）

56　（10．3）

51（9．8）

（）内は各区分の丁数に対する％を示す．

表9　出生時体重と1歳時・3歳時体重，

　　　　　身長との相関係数

区分

A
群
B
二

項　　目

1歳時体重

1歳時身長

3歳時体重

3歳時身長

出生時体重
男 女

0．429＊米

0．408＊＊

0．244糸＊

0．164＊＊

0．471＊＊

0．441＊＊

0．253＊＊

0．226＊＊

＊0．01＜P≦三〇．05緋P≦≦0．01

はない．6）父の年令30歳未満の率は低下群でやや低

く，7）父の職業自営業の率は逆に低下群で高く，こ

とにA群では明らかであった．環境の要因では8）出

生季節冬の率が低下群で少ない傾向があり，9）出生

場所施設外の率はB群の低下群に高く，居住環境商店

街，家族数2人以下の率では差がない．

　出生時の要因では，分娩異常あり，性別女，10）出

生時，周生期異常ありのうち後者の率がB群の低下

群，不変群に低い傾向がみられた．

　出生後4カ月までの栄養法が11）母乳の率はA群26

％，B群41％であり体重低下群に高く，とくにB群で
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著明であった．また，A群で12）1歳時母乳を飲んで

いる率は向上群で明らかに低い．また，図には示さな

いが離乳開始5カ，月以内の率はA群42％，B群16％

で，B群が遅れているが，体重推移ではどちらも差が

ない．

　4．精神発達と諸要因との関係

　精神発達をみるためにA群満期産児のみについて笑

い始めた月，片言（1語）を言い始めた月を指標に

し，前者を3カ．月以内と4カ月以後，後者を12カ月以

内と13カ，月以後の2区分に分けて次に掲げる20項目と

の関係をみた．1）母の年令25歳未満，2）母の身長

150．Ocm未満，3）体重45．Okg未満，　4）既往

症あり，5）職業（産前・産後）あり，6）既往異常

産あり，7）妊娠時異常あり，8）父の年令30歳未満，

9）父の職業自営業，10）子の出生順位第1子，11）

出生季節冬，12）居住環境商店街，13）出生場所施設

外，14）分娩異常あり，15）性別，16）出生時体重

小，17）周生期異常あり，18）栄養法母乳，19）離乳

開始5カ月以内，20）子の既往症あり，以上の諸要因

のうち，図6に掲げる16）出生時体重小の率，17）周

生期異常ありの率が笑い始め4カ月以後群に高い．他

は有意の関係がみられない．1）母の年令25歳未満の

率では笑い始め3カ月以内群に高い傾向がみられた．

　なお，1歳時片言がいえるのは73％であった．

　5．運動機能発達と諸要因との関係

　上記と同じ対象で，運動機能の発達について，首の

坐りの月と歩行開始の月を指標としてとり，前者を3

カ月以内と4カ月以後，後者を12カ月以内と13カ．月以

後とに分けて精神発達と同じ諸要因との関係をみた．

図7に掲げた首の坐りについては2）妊娠時異常あり

の率が4ヵ月以後群に高い傾向があり，1）母の年令25

歳未満，3）出生順位第1子，5）出生季節冬の率は

4カ月以後群で少ない傾向があった．また，歩行開始

12カ月以内のものは43％で，1）母の年令25歳未満の

率，5）出生季節冬の率が12ヵ月以内群に高い傾向が

あり，6）既往症のあった率は明らかに13月以後群に

高かった．居住環境その他の要因ではとくに関係を認

めなかった．

　6．罹病についての観察成績

　性別，在胎期間別に1年間あるいは3年間の罹病状

況をみると表11のようである．A群についての1年間

の罹病は50％，B群についての3年間の罹病は77％で

ある．満期産児と早産児の罹病傾向はA群B群ともに

差はみられない，中等症以上の罹病率がA群において

早産児の場合，満期産児よりやや多い．男子の罹病傾

向はA群B群ともに女子より高い．しかし早産児にお
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いては男女間に差がみられない。

　次に疾病の種類および程度分けでみると表12のよう

である．重症の頻度の割合はA群では観察対象者に対

し6％，B群では7％であった．中等症はA群で27

％，B群で58％，軽症はA群で34％，　B群で70％であ

った．性別にはそれぞれ延入数でみると男子が高率で

あるが，ただ先帝脱のみは女子の罹病率が男子より著

明に高率である．中等症以上の疾病で最も件数の多い

のは麻疹で，A群で1年間に11％，　B群で3年間に36

％のものが罹患している，また．軽症では，下痢等の

％
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図5　出生時から1歳時および3歳時への体重推移と諸要因との関係（受診者のみ）
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消化器疾患がB群ではA群の約半分である．

　なお，A群1年間，　B群3年間の死亡者は表13の如

くそれぞれ全対象者の0．9％，2．1％である．性比（男

／：女）はA群5：1∫B群1．4：1である．A，　B両群と

も早産児の死亡率が満期産児にくらべて著明に高率で

ある．この早産児の大部分は出生時体重2，500g以下

のいわゆる未熟児であり，その死亡率も成熟児にくら

べ明らかに高率といえる．この在胎期間を考慮して死

因についてみると，表14のごとくA群1年間の観察で

は生後28日未満のいわゆる新生児期に出生前の原因と

思われる死因で，3年観察でも早産児は1例をのぞい

て新生児期に出生前の原因で死亡している．

図6　精神発達（笑い・片言の開始月）と諸要因との関係
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表13　性別，在胎期間別1年聞（A群）および3年間（B群）の死亡者数

区 分

A

群

B

並

数　　総

満期産児

早産児

総　　数

満期産児

早産児

全　　　対　　象 男

総噸死亡降釧死亡
662

634

28

1122

1074

48

6（0．9）

2（0．3）

4（14．3）

24（2，1）

18（1．7）

6（12．5）

358

343

15

578

554

24

5（1．4）

1（0．3）

4（26．7）

14（2．4）

12（2．2）

2（8．3）

女

総数1死亡
304

291

13

544

520

24

1（0．3）

1（ρ．3）

0

10（1．8）、

6（1．2）

4（16．7）

（　）内は総数に対する％を示す．

表14　在胎期間別にみた死因

区 分

A

群

B

群

総　　数

満期産児

早産児

総　　数

1満期産児

早産児

死亡者数

6

2

4

24

18

6

死 因

論集暴矧先天奇形腰数気磨購陰慮劉疫痢

5

1a

4a

10

5a

5b

1

1a

0

3

2b

1a

0

0

0

8

8

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

1

0

“　全例生後28日未満に死亡
b　I1例は28日～1年に，他は28日未満に死亡

　一方，満期産児の死因の多くは新生児期以後の原因

すなわち感染症や不慮の事故である．

　7．身体発育と罹病状況

　出生時体重が罹病とどの様な関係にあるかをみるた

め，出生時体重大，中，小各群について死亡，重症，’

中等症，軽症，罹病なしの割合をみると図のように

A，B，両群とも，満期産児の出生児体重大，中，小

群別に明らかな差はみられない．出生から1歳時およ

び3歳時までの体重区分の推移との関係をみると図9

の如く，中等症については，A群の向上群が不変群，

低下群にくらべてやや少ない．B群では著差をみとめ

ない，1歳時および3歳時の体重と中等症・重症との

関係をみると（図10），A群では1歳時体重大，中，

小群の順に罹病率が高くなるが，B群では著差がな

い．

　8・罹病程度と諸要因との関係

　対象を重症群，中等症群，軽症群と罹病なし群に

分け，さらに死亡群を加えた5群について諸要因との

関係を検：討した。なお，A群では死亡例が少数である

ため死亡を重症に加えて検定した，

　母側の要因として，母の年令’25歳未満，既往症あ

り，身長150．Ocm未満，体重45．Okg未満，職業

（産前・1産後）あり，既往異常産あり，妊娠時異常あり，

結婚から出産までの期間2年以内，二丁の要因とし

て，年令，職業，出生時の要因として，出生順位第1

子，出生場所施設外，分娩異常あり，在胎9カ月以

下，出生時体重2，500g以下，性別女，周生期異常あ

り，環境要因とレて出生季節冬，居住環境商店街，出

生後の要因として，4ヵ月までの栄養法，離乳開始5

カ月以内，1歳時母乳あり，乳児外来自発受診，の諸
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項目について検討したが，図11に示す如く，3）在胎

期間9ヵ月以下，4）出生時体重2，500g以下，5）

性別女，6）周生期異常ありの率で5群間に有意差を

認め，さらにB群では1）母の既往症あり，2）母の

職業ありの率においても有意差を認め，重症2死亡群

で高い．ただ，性別女だけは逆に罹病なし群で高く死

亡群で低い．7）母乳栄養の率は5群問で有意差はな

いが重症群で低い傾向がある．

　次に死亡および重症罹患と諸要因との関係について

多変量解析を応用して検討した．表15に示す5項目の

データがそろっている709例について，5要因間の関

係をMatrixで示し，このMatrixの各値から

Y＝bo十b1×1＋b2×2十………十b5×5の重回帰係数の

推定値を求めると表16の如くである．

　Y1からY5の各方程式の係数はそれぞれの要因を

1つずつ除いた場合の重回帰係数を示すもので，在胎

；期間の要因を除くと出生時体重の要因が有意となって

くる．

　次に，早産児，出生順位第1・2子，母に既往症・

妊娠異常ありの3要因がそれぞれ単独あるいは重複し

図8　出生時体重区分別にみた1年間および3年間の罹病状況（満期産児のみ）

大
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図、9　体重区牙の推移別1年間および3年間の罹病状況（満期産児のみ）
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　図10　1歳児および3歳児の体重別罹病状況（満期産児のみ）
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ている場合にこれら3要因が全くない場合と比較し

て，男女別にどの程度の死亡・重症罹患への危険度が

増すかをみたのが表17である．　これは表16の方程式

Y3の重回帰係数を使って期待係数を求め，男女別に

3要因のない場合を1としてそれぞれ相対危険度を求

あたものである．男女とも要因が単独のときも重複す

るときも早産が高い危険度であり，3要因そろえば男

では4．7，女では7．1の相対危険度を示している．
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図11罹病程度と諸要因との関係
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表15死亡・重症罹病と諸要因との関係

区 分

総 数

三二性

讐
羅

鉾
鍵
羅

　
　
　
　

出
第
出
2

産

び
病

よ
罹

お亡
症

母
妊
早
死
重

総　　数：

709

368

89

72

224

28

　77
（10．9）

性別男

368

52

33

109

14

　44
（12．0）

往
娠
り

既
妊
あ

に
か
常

軽
症
異

体
0
9

時
5
0

生
2
下

出
重
唱

三
三

順
子

生
3

出
第
上

89

52

12

25

7

　7（7．9）

72

33

12

38

27

　14
（19．4）

224

早　　産

28

109

25

38

14

　29
（12．9）

14

7

27

14

　　8
（28．6）

77

44

7

14

29

8

（）内は総数に対する％を示す．

表16死亡・重症罹病に関係する5要因とその相互関係（多変量回帰分析による検討）

お
重
病
）

亡
び
罹
Y

死
よ
症
《

Y二

＝
＝
＝

ユ
　

ウ
な
　

　
り

Y
Y
Y
Y4＝・

Y5＝

定　　数

Unit

0．0839

0．0886

0．0795

0．0855

0．0912

0．0828

性　別　男

　（X1）

出生順位
第3子以上
　（X2）

十〇．0263

十〇．0247

十〇．0257

十〇．0254

＋0．02731

　　　　1

一〇．0434

一〇．0284

一〇．0435

一〇．0445

・一 Z．0389

出生時体重
2500g以下
　（X3）

十〇．0256

十〇．0348

十〇．0252

十〇．0318

十〇．0941＊

母に既往症か
妊娠異常あり
　　（X4）

十〇．0228

＋0．0211

＋0．0241

・十〇．0245

・←0。0217

早

（琴5）

産

十〇．1607＊

一ト0．1456米

十〇，1547

十〇．1864＊＊

十〇．1590米

＊0．01くP≦；0．05，来来P≦0．01

考 察

　1，乳幼児の発育と罹病への疫学的アプローチのた

めには断面的な観察や既往調査のほかに追跡的な観察

の必要性が認められている，この場合，追跡調査で：重

要なことは対象の母集団を定め，その全対象を一定期

聞追跡することである．

　発育の判定には，他の集団や時代の異なる集団め値

を基準にするより同一集団の観察値からの基準による

方が妥当かと思われる．出生時体重が年々大きくなる

傾向にあることは諸家8）9）の指摘するところである．

最近の標準的な出生時体重値としては厚生省統計調査

部の昭和35年度人口動態特殊報告10）が対象の偏りが少

ない点で適当と思われる．全国平均の男子3，142g，

女子3，062gにくらべ，著者の調査におけるA，　B両

群の男子はそれぞれ3，072gと3，064gでともに全

国平均値より小さく，統計的に有意であるが，女子で

は差を認めない．また，A，　B両三の石川県の出生時

平均体重11）とくらべても，男子が低ぐ，女子では差が

ない．この男子の出生時体重が全国値にくらべて低い

点に関して，斉藤・船川12）が昭和26年度に全国からの・

抽出調査で出生時の平均体重を出しでおり，北陸地方

の男子の平均値が全国9地方のうち最低であり，性差

が19gで最：も少ないと報告しているのを考え合せ，

年代や対象の違いはあるが，北陸とい’う地域的，社会

的に共通した点でさらに検討する必要がある．

　1950年WHOの勧告13）による国際分類では未熟児

を「出生時体重2，500g以下の生産児」と定義，1961

年のWHOの勧告14）は未熟と低体重の区別が必要で

あるとしている．最近ではさらに　small－for－dates
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表17　要因の組合せ別にみた死亡・重症罹病

　　　　　　　の相対危険度

要
因
の

数

3

2

1

0

母
の
既
往
症

出
生
順
位
1
・
2

早
　
　
　
下

翼　十　十

十　十

十　　　十

十　十

十

十

十

男

待
雪

面
係

0．322

0．298

0．279

0．136

0．254

0．111

0．092

0．068

相対

危険度

4．7

4．4

4．1

2．0

3．7

1．6

1．4

1．0

女

外
数

様
舞

0．296

0．272

0．253

0．110

0．228

0．086

0．067

0．042

相対

危険度

7．1

6．5

6．0

2．6

5．4

2．0

1．6

1．0

baby（在胎週数に比し体重の小さい児）の概念に至

っており，在胎期間と出生時体重の関係が重要視され

ている．著者の調査では低体重のうち早産未熟児は％

であり，竹内15）の報告とも一致している．同報告では

とくに予定日超過分娩にも低体重児の相当数いる点を

指摘しているが著者の場合，在胎期間は出生票および

母子手帳の記録をもととしたため，在胎月数のみにつ

いての検討しかできなかった．この点からの在胎9カ

月以下早産児の率や低出生体重児の率にはこれまでの

諸報告16）17）と大差はなかった．

　皿．出生時体重に影響を与えると思われる要因につ

いての検討のなかで，母体側の因子が強調され，母の身

長・体重との関係についての報告10）12）17）～19）は多い．

著者の調査では体重あるいは身長が小なる母の率は出

生時体重の小群で有意に高かった．母の体格に関係し

て遺伝的な因子の他に社会的環境因子の影響も重要で

あるとの報告9）20）21）もみられる，また単に出生時体重

の大ぎさだけでなく射干；期間にも関係し，早産児では

母の身長・体重も小さいものが多い結果を得ている

が，藤井22）らのsmall－for－dates　baby力弐小柄な母

に多いという報告の他には比較検討しうる成績が見当

らない．

　母の年令が進むにつれ，’子の出生時体重も大となる

傾向があるという報告12）23）に対し，疑問も出されてい

るが，本調査ではこの関係は明らかであった．この点

は出生順位（出産経験回数）をも考慮して考察する必

要がある．　　、

　出生順位が第1子の率は出生時体重の小群で高い

が，早産児においては第1子の率がとくに高いとはい

えない．この点で満期産低出生体重児が初産に多く，

早産未熟児が経産婦に多いという報告15）と一致してい

る．

　母の既往症，あるいは妊娠中の異常で注目されるの

は妊娠中毒症である．本調査の妊娠時の異常は主に母

子手帳の妊婦検診欄より得たため，施設分娩が多いに

も拘らず，尿蛋白，浮腫，血圧に関する記載が不充分

な例があり，地域における妊娠中毒症対策活動での一

つの問題点である．

　低出生体重児が農業に従事する母親24），あるいは肉

体労働をする母親に多いという報告25）と同様に，著者

の調査でも農業に従事する母親の率，自営業の母親の

率がともに出生時体重小群において高かった．これは

勤務している婦人の87％には長短の差はあれ何らかの

産休があったのに対して，農業や自営業の場合妊娠中

の労働の影響が考えられる．

　また，出生季節の出生時体重への影響は差をとくに

認めなかったが，冬と農繁期の夏26），歳暮の冬と中元

の夏15）に出生時体重の小さい児が多いという報告もあ

り，対象地域の気候，季節による婦人労働の多少も考

慮しなければならない．

　このほか，家庭の社会経済状態と出生時体重との関

係について報告27）28）もいくつみられる．著者は職業を

その指標として用いたが現在では職種が果して経済状

態をよく反映しているがどうか疑問であり再検討が必

要である．

　皿，乳幼児の発育・栄養状態を判定するには，断面

的には単一計測値を標準値（多くは昭和35年度厚生省

値29）30））と比較する方法，身長・体重からKaup指数

など指数で現わす方法31），小児発育栄養計による方法

32），諸計測値から体格体力総合判定図や満川のペンタ

ゴグラム曲線図表による方法33）等があり，縦断的に発

育を観察するのに一般には厚生省値を基準に用いて

比較している．高石34）は同一集団を体重・身長により

二二，大，中，小，不良に5区分し，各個入別の発育

形式をみている．さらに最近ではTanner・高石35）ら

の年間発育量で発育程度を知るなどの方法がある．

　著者は一集団の縦断的推移をみるために，出生時体

重大，中，小の各区分から1歳および3歳時体重大，

中，小の各区分への推移をみた．全体として同じ区分

帯を推移するものが多く，大から小，小から大への極

端なものは少ない．高石34）は新生児期の2週間ご：との

体重測定によって発育形式を決定しているが，本研究

では，出生時と1歳時および3歳時の2時点での測定
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値から類別したので，この間の変動について充分考え

ばならない．大から大へ推移したものと小から小へ推

移したものも同様に不変群としたが，質的に大きな差

があるであろうし，大を平ならしめ，小を小に止めお

く因子には同質のものと同時に異質のものも働いてい

ることも考えられる，

　体重の推移に影響しているとみられる要因のうち母

乳栄養が体重区分低下群に多いことは，最近の諸家の

報告36）にも見られる点であり，体重が小の良悪はさて

おき乳児期の母乳栄養法のあり方について問題を投げ

かけているといえる．

　IV．精神発達，運動機能発達を検討するための項目

としては乳児期前期と後期より4項目を選び，それぞ

れの開始の月を指標とした．諸家によりその開始の時

期が一定していないので，著者は最も頻度の高い月で

2具してみた．この2区分はあくまで便宜的なもの

で，これで遅い早いと規定することはできない．笑い

と首の坐りは殆んど3・4カ月に集中じているので対

象をより多くして，さらに遅いものについても検討を

要する．この点で，小野37）は月数が正規分布をなすよ

うに対数変換して検討することを提案している．

　片言，歩行については1歳時（検診時）に可能か否

かによって区分した．1歳で片言（1語）のいえるの

は73％，一入歩きできるのは43％であり，他の報告38）

39）からみてやや早いが，満期産児についてのみ検討し

ているためもあろう．歩行開始と出生季節の関係はよ

くいわれるところだが，本成績でも明らかであった．

出生児体重小の率や周生期に異常のあったものの率

が笑い開始が3カ月以内群に少ないのに対し，首の坐

りや歩行の開始と出生時体重小であることの間には特

別な関係はないようであるが，歩行開始と1年間の罹

病，とくに中等症以上の疾病との関係については，12

カ月以内開始の群に少ない．これは重症や中等症の内

容に脳性小児マヒや先天性股関節脱臼なども含まれて

いることを考えれば当然のことと思う．

　V．地域集団における乳幼児の罹病状況を調査する

場合，その情報の多くは母親の記憶に頼らざるを得な

い．とくに軽症疾患においては母親の主観も入り，か

なり不正確な点が多い．三浦40），三好41），狭山42），

多田43）らの京都市における調査やCollinsのNew

York　Stateにおける調査44）でも「かぜ」や消化器疾

患の回答もれが多く調査間隔が長くなる程，疾病も忘

れられていることが多いと述べている．本調査でも1

年観察群（A群）での消化器疾患（主に消化不良症と

か下痢症とか診断されたり，下痢しやすいと答えたも

の）の人数にくらべ，3年観察群（B群）での人数が

田

非常に少ないことは，1歳の時点では記憶していて

も，3歳時には忘れられていることを示すものであ

る．また，A群では乳児外来の記録があるのに対し，

B群では乳児外来の記録がとれなかったことも関係し

ている．この点で等々力45）等は健康カレンダー方式と

定期家庭訪問と検診成績を総合して疾病調査を行なっ

ている．

　乳児死亡は従来，それ自体として検討されてきた

が，本報告では罹病と共に諸要因との関係をみた．

　出生前の要因でB群の母の職業あり（農業を含む）

の場合に重症あるいは死亡がともに多い傾向がみられ

る．また，出生時体重2，500g以下の率はA群の死亡

群，重症群に高く，在胎期間9カ月以下の率は死亡群

で他にくらべ著しく高い．一方満期産児の出生時体重

区分別に罹病・死亡との関係をみると，どの罹病程度

区分においても体重との関係に差がない．多変量解析

においても重症＋死亡に関しては「在胎期間9カ月以

下」の方が「出生時体重2，500g以下」よりも強く

働いていることが明らかであった．それ故上記の出生

時体重2，50Qg以下の率が死亡群，重症群で高いの

は，早産未熟児の死亡が高いためであるといえる．

　A群で1年間の死亡者は全部新生児期に死亡してお

り，B群の新生児期死亡の約半数は早産児であり，早

産児の新生児期死亡率は高いが，それ以後の生存者の

罹病状況には満期産児と著差はなく，満期産児のみに

ついては出生時体重の大，中，小区分がその後の罹病

と殆んど無関係であるといえる．

　体重推移の関係から，1歳時には体重が疾病の影響

を受けているが，3歳時の体重は疾病に左右されるこ

とが少ないものと考えられる．しかし，罹病の影野や

他の要因との関連をも考慮して検討すべきであろう．

　近年，出生時体重や幼児の体重・身長といくつかの

要因との関係を多変量解析を応用して明らかにしょう

との試みがなされている7）46）が罹病に関してはまだ見

当らない．罹病有無やその程度に関する正確な資料に

基づかねばならず，非常に困難が伴うためであろう．

本調査ではまず死亡と明らかな罹病としてとれる重症

罹病について多変量解析を試みた．

結 論

　乳幼児の発育と罹病に関与する要因を明らかにする

目的で一定地域の出生児について縦断的観察を行なっ

た．すなわち金沢市一保健所管内の中心市街地に住所

があり，金沢市内で昭和40年4，月～41年3月に出生し

た662名を1年間，また同保健所管内に住所があり，

同管内で昭和37年4，月～38年3，月に出生した1，122名
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を3年間，いずれも発育と罹病について観察し，出生

前，出生時，出生後の諸要因との関係を検討した．そ

の成績を結論すると次のとおりである．

　1．出生時平均体重は全国平均にくらべ，安子では

差がないが，男子ではやや低かった．低出生体重児

（2，500g．以下）’の率は早産児（在胎9ガ月以下）で

は80％，満期産児（在胎10ヵ月）では7％であり，性

別に差はなかった．

　2．出生時体重は大，中，小の3群に分けて観察し

たが，出生時体重には母の年令，体重・身長，職業と

子の出生順位が：影響し，母が25歳未満，体重こ45．Okg

未満，’身長150．Ocm未満，職業あり，などの率およ

び子の出生順位第1子の率が出生時体重小鼠で高かっ

た．2

　3．出生時から1歳時および3歳時までの体重区分

の推移と出生前における両親側の各種要因との間には

著明な関係を認めなかった．出生後の要因のうち，母

乳栄養の率は体重区分の低下を来たした群に高かっ

た．

　4．満期産児の1’年間の精神運動機能発達の指標と

して笑い，片言，首の坐り，歩行それぞれの開始時期

をみると，笑い開始には出生時体重の大小，周生期異

常の有無が関係し，歩行開始には罹病の有無や出生季

節が関係していた．

　5．早産児は新生児期の死亡が多かったが生存しえ

たものの1歳時および3歳時までの罹病状況は満期産

児と殆んど変り’なかった．

　6．満期摩児について1年間および3年間の罹病状

況をみると，出生時体重九、中，小の別に差はみられ

なかった．

　7．出生後1年間および3年間の罹病状況を疾病

の種類により，軽症，中等症，重症に区分して，それ

らに影響を与えている諸要因を観察した．体重につい

ては出生時より1歳時までめ間に体重区分が向上した

ものや，1歳時における体重区分の大のものは，中等

痺および重症の罹病率が低く，7方3歳時までの体重

区分の推移や，3歳時における体重区分別には差を

認めなかった．また母に既往症あり，母に職業あり，

早産，低出生体重，周生期異常あり，男などは重症あ

るいは死亡で多い傾向を示した．

　8．これらの要因のうち，母の既往症，在胎期間，

出生時体重，性別および出生順位の5項目と罹病との

関係について多変量解析を行なうと，重症＋死亡には

二二期間が出生時体重よりも強く影響していることが

わかった．

稿を終えるにあたり，終始御懇篤な御指導と御校閲を戴ぎまし

た重松逸造前教授（現国立公衆衛生院疫学部長）と加藤孝之助教

授に厚く感謝致しますとともに，この調査の始めから変らず御援

助と御協力’下さった当教室，金沢市彦≡：保健所，同中央保健所の

諸先生，保健婦，職員の皆様に深謝致します．

また，しばしば御教示と御激励を戴きました当医学部衛生学教

室石崎有信教授，小児科学教室佐川一郎教授に感謝の意を表しま
す．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　The　physlcal　growth，　melltal　development　and　morbidity　in　the　two　cohorts　of

infants　weエe　observed　on　the　relationships　with　the　biologica1，　environmental　and

socioeconomic　factors．　The　cohort　of　662　infants　born　during　the　period　from

April　1965　to　March　1966　in　the　central　area　of　the　Hikoso　Health　Center　in　Kana・

zawa　city　was　followed　up　for　one　year　after　births　and　that　of　1122　in．fants　born

during　the　period　from　April　19δ2　to　March　1963　in　all　the　districts　of　the　Hikoso

Health　Cente：r　for　three　yea：rs．

　　　The　results　were　as　follows：

　　　1．　The　average　weight　atわirth　in　males　of　the　subjects　was　smaller　than　that

of　the　Japallese，　while　there　was　no　difference　in　females．　The　subjects　were　clas・

sified　to　thエee　groups　of‘‘small”（less　than‘‘mean－1／2ρ”），‘‘middle’，（within

“mea11±1／2σ”）and‘‘1arge”（more　than“mean十1／2σ”）by　the　weight　at　birth．

The‘‘small”infants　ten．ded　to　be　born　fro皿the　mothers　of　the　age　ullder　24　years，

the　weight　under　44　kg，　the　helght　under　149　cm　and　of　the　regular　occupatio11．

　　　2．　The　weight－gain　of　infallts　during　the　observation　period　was　not　signifi・

cantly　related　to　the　various　pre夏atal　or　postnatal　factors　except　breast　feeding．

　　　3．　The　time　of　the　first　smile　as　a　sign　of　melltal　developmellt　had　a　relation・

ship　with　the　weight　at　birth　or　postnatal　disorder　and　also　the　time　of　the　first

walk　with　the　season　of　the　birth　or　past　diseases．

　　　4．　In　the　1－year　or　3－year　follow－up　of　the　subjects，　the　patterns　of　the

diseases　of　the　surviving　early－born　illfants　were　similar　to　those　of　the　full－term

infants，　an．d　most　of　the　deaths　among　early－born　infants　occured　during　the

neonatal　period．

　　　5．　The　infants　with　high　weight　gain　had　a　low　incidence　of‘‘severe”and
‘‘

高盾р?窒≠狽?h　diseases　for　1－year　follow－up　group，　but　no　such　relationship　was

found　in　the　3－year　follow－up　group．

　　　　6．　Inciden．ce　of　the‘‘severe　diseases”irLcluding‘‘deaths”was　closely　related

to　such　factors　as　mothefs　past　diseases　and　occupation，　period　of　pregnancy，　weight

at　birth　and　postnaナal　disorder．


